
 

 

 

 

 

 

              

              

 

 

 

 

 

 

                 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度 第５３回広島県小学校家庭科教育研究大会（東部大会） 【平成２８年１０月６日（木）】 

【研究主題】 
地域に学び，よりよい生活を創り出す子供の育成 

～食育を基盤とした思考力を育てる家庭科等の授業の工夫～ 

○課題意識をもたせる工夫                

・地域の食材を素材にした全校プロジェクトの開発 

・調べる過程を重視したストーリー性のある課題解決的な題材（単元）づくり 

（調べる→見付ける→分かる→探る→広げる） 

   

 

○協働学習の場の工夫  

・ペア学習型  

・グループ学習型 

・プレゼンテーション型  

・討論型  

 

研究内容 

 

公開授業  全校プロジェクト「発進！発信！豊松特産物広め隊」 発信に向けての追究活動 

1年生が，こんにゃく

の栽培活動で分かった

ことや感じたことを劇

にして，お世話になった

新内農園の方に見てい

ただきました。そして，

より分かりやすい発表

になるようにペア学習

型で話し合いました。 

1年  生活科「ひとつぶの種から」  

～名探偵こんにゃく隊～ 

 

２年 生活科 「もっと行きたいな町たんけん」  

～じん石はかせになろう～ 

 

 神石牛の見学・飼育体

験等から気付いたこと

を出し合い，地域の人に

発表するために，グルー

プ学習型で話し合い，出

た意見を仲間分けして

まとめました。 

３・４年 総合的な学習の時間  

「○豊トマトＰＲ大作戦」  

～じん石はかせになろう～ 

 

 

３・４年生が学習して

きたまる豊トマトのす

ばらしさが，地域の人に

伝わるように，ちらしや

レシピの内容について

グループ学習型で考え，

改善しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊松の伝統文化である和太鼓の 

演奏「豊松一番太鼓」を５・６年 

児童２１名が発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童発表 

 

たんぽぽ学級 生活単元学習  

「ピオーネ仙人のおくりもの」 

 

 

５年 家庭科 「食べて元気に」 

～豊松みそ汁をつくろう～ 

～じん石はかせになろう～ 

 

 

とよまつふれあ

いフェスティバル

でピオーネゼリー

を紹介するために，

その作り方の本を

作りました。 

栄養の働きを考えた

豊松みそ汁の実をグル

ープで考え，意見交流

や栄養教諭の話を聞い

た後，グループ型学習

でみそ汁の実の改善点

を話し合いました。 

６年 家庭科 「くふうしようおいしい食事」 

～豊松ランチをつくろう～ 

～じん石はかせになろう～ 

 

 

グループで考え

た豊松ランチを発

表して，意見交流や

栄養教諭からのア

ドバイスをもとに，

ペア学習型でラン

チを改善しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県小学校教育研究会      神石高原町立豊松小学校      広島県東部教育事務所      神石高原町教育委員会 

家庭科部会会長 藤川 太恵子 様     校長 住田 葉子       所長 小原 博文 様      教育長 馬屋原 健治 様 

 

 

 

 

 

神石高原町立豊松小学校 

研究主任 松葉 伸恵 

 

 

 

 

 

  

＜家庭科部会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                              

助言者 広島県立教育センター教科教育部 

                                         指導主事 小桝 由美 様 

＜生活科・総合的な学習の時間・生活単元学習部会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      助言者 広島県東部教育事務所 教育指導課 

                                          指導主事 酒巻 宏文 様 

研究発表 

開会行事 

研究協議会 

本校の児童に身に付けさせたい資質・能力は，思考力・主体性・郷土愛   

そして，研究主題「地域に学び，よりよい生活を創り出す子供の育成 

～食育を基盤とした思考力を育てる家庭科等の授業の工夫～」の取組として 

○課題意識をもたせる工夫 

 ・全校プロジェクト「発進！発信！豊松特産物広め隊」の開発 

 ・調べる過程を重視し，ゴールを明確にした豊松小学校学習モデルの実践 

○協働学習の場の工夫 

 ・ペア学習型，グループ学習型，プレゼンテーション型，討論型の学習を

題材の適切な場面で設定することで児童の能動的な学びを展開  



             

地域のお店「かすが」による当日だけの特別メニューでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第１分科会＞ 「福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる家庭科授業」 

                      ～自ら考え学ぶ授業づくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案者 福山市立駅家西小学校 鳥羽 美紀 先生          助言者 福山市教育委員会 学校教育部指導課 

福山市立久松台小学校 本藤 充生 先生                   指導主事 明賀 果織 様 

                                               

 

＜第２分科会＞     「くらしを見つめ，進んでよりよい生活づくりをする子どもの育成」 

                「わたしはシェフ」～くふうしよう楽しい食事～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案者 東広島市立中黒瀬小学校 岡 芳香 先生         助言者 東広島市教育委員会 学校教育部指導課 

                主任指導主事 豊﨑 眞理子 様 

お昼のお弁当 

分科会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          広島県教育委員会 教育部義務教育指導課  

指導主事 白井 良枝 様 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演題「家庭科で育成する資質・能力の再考 ― 生活者としての思考力を育てる授業の工夫 ―」 

広島大学大学院教育学研究科   教授  鈴木 明子 先生         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   広島県小学校家庭科教育研究大会（東部大会）      次期開催地 

現地実行委員長                    広島市立向洋新町小学校 校長 藤川 太恵子 様 

神石高原町立来見小学校 校長 上野 宏道 様 

 

 

閉会行事 

講評 

記念講演 

県内から１５０名以上の方々にご参加いただき，ありがとうございました。 

皆様から頂いたご意見を今後の実践に活かしていきたいと思います。 

 


